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楽々IOTサイネージ屋外設置について

自社広告のみ 一般広告 表示を行う

設置：道路交通法
：建築法律
：美観条例（景観条例）

設置：道路交通法
：建築法
：広告条例
：美観条例（景観条例）

地元 区、市町村 地元 県、東京都、区、市町村届け出、認可
対象

関係法律

申請書類名

屋外広告物許可申請書（別紙）

広告物担当係り

例：広告 池袋 都市整備部土木管理課

道路占用許可申請書 道路占用許可申請書

「道路占用許可」と併せて、所轄警察署長より
「道路使用許可」を受けなければなりません

備考

表示面積が２平方メートルを超える看板には
道路占用料がかかります。

例：都市整備部土木管理課占用グループ

申請手数料がかかります。
敷地内であれば不要

その他：地元の自治会、組合など任意団体で制定している場合もあります。銀座など

http://www.city.toshima.lg.jp/323/kuse/soshiki/toshi/006584.html


（担当）
都市整備部 土木管理課 占用グループ
（電話番号）
０３-４５６６-２６７２

池袋の担当

※ 表示されている場所が、国道や都道でありましても、屋外広告物申請
書はそれぞれの区、市町村に提出することになっています。

東京都の広告関係物書式 一式

http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/kenchiku/koukoku/kou_shosiki.htm

都市づくり政策部 緑地景観課 屋外広告物担当

こちらが申請書関連参考ページ

東京都



自家用広告物は、表示面積の合計が20平方メートル以下（禁止地域は15平方メートル以下）で一定の
基準を満たすものについては適用が除外され、許可も不要です。

自家用広告は申請不要 但し20平方メートル以下



突出看板及び日除けの場合は、出幅１．０ｍ以内となります。
壁面看板の場合は、出幅０．３ｍ以内となります。
突出看板・日除け・壁面看板の最下部と路面との距離は、高さ２．５ｍ以上となります。
看板は、個人で２物件まで許可となります。

道路占用のルール （敷地外）

※ビル工事等で歩道の切下げが伴う場合は、あわせて「道路工事施行承認申請」も必要になります

ご参考



東京都広告 種類と許可権者

上図の番号は「屋外広告物の種類と許可権者（表）」に対応しています。

ご参考



東京都では、都全域を東京都景観計画の対象範囲としています。
その中で、地区区分を設定し、景観基本軸、景観形成特別地区及び一般地域において、そ

れぞれ良好な景観の形成に関する方針や良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項
（景観形成基準）を定めています。一定規模以上の行為を行われる方は、これらを踏まえた
上で届出が必要です。

東京都の景観条例

東京都景観色彩ガイドラインは、東京都景観計画に基づき、景観形成基準のうち色彩に関する基準について解説
したものです。これにより都民や事業者、区市町村と連携・協力しながら、都市全体として落ち着きと視覚的に
統一感のある街並みの形成を誘導していきます。
色彩については、区域や対象ごとに数値基準が設けられていますので、「基準編」によって当該行為に係る数

値基準の内容を確認して下さい。数値基準は周辺の景観特性や対象の規模などを考慮し、緩やかな枠組みとして
設定されており、周辺の景観に対して極端に違和感の強い色彩を抑制するものです。
一方、計画地にふさわしい色彩を導き出すためには、周辺との調和を加味した丁寧な色彩計画が欠かせません。

このため「活用編」によって、場所や規模に応じた景観調和の考え方や色彩計画の進め方などを確認して下さい。
「基準編」と「活用編」からなる本冊子を活用し、数値基準に適合することはもとより、数値基準の設定主旨

をふまえ、周囲の街並みに調和する色彩計画を検討して下さい。

東京都景観色彩ガイドライン

ご参考
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